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T a m a  U n i v e r s i t y  I n t e r  S e m i n a r

■ 九段サテライト
　　〒102-0073
　　東京都千代田区九段北1-9-17 寺島文庫ビル3階

　　地下鉄東西線・半蔵門線・都営新宿線
　　　　　　　　 「九段下駅」（5番出口）徒歩3分

　　地下鉄半蔵門線・都営新宿線・三田線
　　　　　　　　 「神保町駅」（A2出口）徒歩7分

　　E-mail：koho@gr.tama.ac.jp

■ 多摩キャンパス（経営情報学部）
　  〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1
 　  TEL：042-337-1111（代表）
　
■ 湘南キャンパス
　（グローバルスタディーズ学部）
　  〒252-0805 神奈川県藤沢市円行802
　　TEL：0466-82-4141（代表）
　
■ 品川サテライト
　（大学院 経営情報学研究科）
　　〒108-0075　東京都港区港南2-14-14
　　　　　  　　　  品川インターシティフロント5階
　　TEL：03-5769-4170（代表）

４．地域  班
2009 年度：東鳴子温泉活性化に向けて都会の若者からの提言
　　　　 　　（担当教授：久恒啓一）
　　　　　　  フィールドワーク：宮城県東鳴子温泉「大沼旅館」

2011 年度：震災と日本再生  東北グローカル・イノベーション（水産業）
　　　　　　  （担当教授：久恒啓一・長田貴仁・木村知義）
　　　　　　  フィールドワーク：宮城県東鳴子温泉「大沼旅館」、河北新報社、東の食福幸祭（国立代々木競
　　　　　　  技場）、東北「道の駅」大震災研究プロジェクト報告会（せんだいメディアテーク）、宮城県仙台
　　　　　　  市 「浪分神社」、合同会社ＯＨガッツ（宮城県石巻市雄勝町）、東日本大震災被災地視察（女川
　　　　　　  町、松島町）

2012 年度：東北を活性化するコミュニティ形成：福島県平田村の事例
　　　　　　  （担当教授：久恒啓一・長田貴仁・松本祐一）
　　　　　　  フィールドワーク：道の駅「林林館」（宮城県登米市）、道の駅 「上品の郷」（宮城県石巻市）、
　　　　　　  道の駅「あ・ら・伊達な道の駅」（宮城県大崎市）、道の駅「三本木」(宮城県大崎市)、道の駅「津
　　　　　　  山」（宮城県登米市）、道の駅「路田里はなやま」（宮城県栗原市）、道の駅「ひらた」（福島県石
　　　　　　  川郡）、ジュピアランドひらた、若清水酒造株式会社（福島県石川郡）

2013 年度：湯河原の活性化　～介護者うつ予防の提案～
　　　　　　  （担当教授：諸橋正幸・中澤弥）
　　　　　　  フィールドワーク：湯河原温泉観光協会、有限会社ピース、日本医療病院管理学会、
　　　　　　  シンガポール航空

2014 年度：震災 3年後から見る水産都市の地域創生
　　　　  　－コネクターハブとソーシャルイノベーターの重要性の観点から－
　　　　　　  （担当教授：中庭光彦・諸橋正幸・出原至道・中澤弥・木村知義）
　　　　　　  フィールドワーク：復興商店街（宮城県気仙沼市）、南三陸町防災対策庁舎、情報交流館（宮城
　　　　　　  県女川町）、石巻港朝市、陸前高田、気仙沼市役所

2015 年度：ワークライフバランスの観点からみた、
　　　　  　「若者移住による地方活性化」の方向性を探る
　　　　　　  （担当教授：中庭光彦・諸橋正幸・河野龍太・木村知義）
　　　　　　  フィールドワーク：愛知県長久手市くらし文化部「たつせがある課」、三重県伊賀市
　　　　　　  「もくもくファーム」、長野県飯田市「多摩川精機株式会社」

2016 年度：雇用安心循環モデルの提案
　　　　　　  （担当教授：中庭光彦・中澤弥）
　　　　　　  フィールドワーク：柏地域医療連携センター（千葉県柏市）、道の駅とみうら“枇杷倶楽部”
　　　　　　  （千葉県南房総市）、徳島県神山町「神山モデル」

2018 年度：ソーシャルキャピタルから紐解く持続可能な地域社会
　　　　　　～幸せな地域社会をつくるためには～
　　　　　　  （担当教授：野坂美穂・後藤晶・木村知義）
　　　　　　  フィールドワーク：NPO法人ふるさと回帰支援センター、山梨県大月市、高知県高知市、
　　　　　　  仁淀川町、島根県隠岐の島町、岐阜県高山市でのインタビュー調査

2019 年度：地域活性化の現状と課題　今後の方向性とは
　　　　　　  （担当教授：加藤みずき・西村知晃・廣田敬則）
　　　　　　  フィールドワーク：Fujisawa SST、横浜市経済局新産業創造課、川崎ビジックスワールド
　　　　　　  2019 オープンイノベーション　マッチングフォーラム、墨田区商店街連合会、新高円寺通
　　　　　　  商店街振興組合、巣鴨地蔵通り商店街、シンガポール ホーカーズ、永山商店街、飯能市エコ
　　　　　　  ツアー、奥武蔵観光協会

５．環境・エネルギー  班

６．DX(デジタル・トランスフォーメーション ) 班

2009 年度：グリーン・ニューディール
　　　　　 　  （担当教授：菅野光公・長田貴仁）
2012 年度：地域特性を生かしたエネルギー自立化モデルの可能性
　　　　　 　  （担当教授：菅野光公・木村知義）
　　　　　 　  フィールドワーク：外部セミナー「風力発電が日本のエネルギーの一翼を担うために」（首
　　　　　 　  都大学東京秋葉原サテライト）、外部セミナー「電力系統のスマート化を支えるパワーエ
　　　　　 　  レクトロニクス技術の新展開」（東京大学本郷キャンパス）、外部セミナー「日立イノベー
　　　　　 　  ションフォーラム2012」（東京国際フォーラム）、岩手県葛巻町（グリーンパワーくずまき、
　　　　　 　  森のこだま館、老人介護施設アットホームくずまき、葛巻林業、森のそば処、エコ・ワー  
　　　　　 　  ルドくずまき風力発電、木質バイオマス・ガス化発電設備、バイオガスプラント、ゼロエ
　　　　　 　  ネルギー循環住宅、葛巻中学校）、多摩市清掃工場、リサイクルセンター

2013 年度：スマートユニバーシティ構想
　　　　　 　  （担当教授：長田貴仁・荻野博司）
　　　　　 　  フィールドワーク：唐木田ゴミ焼却施設（東京都多摩市）、外部セミナー「大学連携スマート　
　　　　　 　  キャンパスシンポジウム」（東京工業大学大岡山キャンパス）

2016 年度：地震発生後の対応について
                         ～ ICT を活かした問題の解決！次の災害に備えて～
　　　　　 　  （担当教授：久保田貴文・荻野博司）
　　　　　 　  フィールドワーク：東京都墨田区本所防災館、熊本県（阿蘇大橋、東海大学農学部地区、
　　　　　 　  阿蘇神社、熊本城、西原村仮設住宅、益城町総合体育館避難所、八代フェリー港、くまもと
　　　　　 　  文学・歴史館）

2017 年度：高齢者の明日へ　～ AI を活かし共生の道をひらく～
　　　　　 　  （担当教授：久保田貴文・大場智美・木村知義）
　　　　　 　  フィールドワーク：エムール株式会社、中国黒竜江省、湘南台文化センター太極拳クラブ、
　　　　　 　  社会福祉法人合掌苑「鶴の苑」

2018 年度：くらしを助ける AI としごとを取って代わる AI
　　　　　 　  （担当教授：久保田貴文・渡邉泰典・久恒啓一）
　　　　　 　  フィールドワーク：株式会社デコム、株式会社構造計画研究所

2019 年度：AI 活用の現在
　　　　　 　  （担当教授：久保田貴文・木村太一・高橋恭寛・渡邊泰典）
　　　　　 　  フィールドワーク：株式会社サンシャインシティ 60VR 体験、Airbnbを利用し民泊を
　　　　　 　  開いている二宮町、Tiny Better 株式会社、世界遺産百舌鳥古墳群の VR体験

2020 年度：DXによるこれからの社会変化 ～イノベーションを軸に～
　　　　　 　  （担当教授：佐藤文平・崎濱栄治）

2021 年度：自動運転とスマートシティ
　　　　　 　  （担当教授：崎濱栄治・樋笠尭士・太田哲）

これまでの研究テーマ

九段サテライト周辺および史跡等

※2017 ～ 2019 年度は AI 班 




